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【巻頭言】
20周年記念号に寄せて一創刊前史を中心にー元兵庫教育大学　星　村　平和
本誌は
，創刊以来20号を重ねた。学会発足当初
会長の職にあった者として感無量の思いである
。
これで本誌も
，名実共に学会誌としての地歩を固
めたことになるＯこの間
，本誌の企画・編集に当
たってこられた岩田・中村・原田の各先生をはじ
め
，関係各位に心より敬意を表したい。
本誌の創刊は, 1989年３月25日で
，学会の発足
は同年の11月26日であるから
，学会発足に先行し
て刊行されたことになる
。それは，岩田先生が編
集後記で述べておられるように
，筆者が４月１日
付で兵庫教育大学を離れることになった事情もあ
るが
，院生の修士論文が質的に充実し，学会設立
の機が熟してきたことにもよる
。その意味で，創
刊号は
，学会設立の露払い的性格をもっていたと
いえよう
。第２号の編集後記で中村先生が書いて
おられるように
，実質的な学会誌としての創刊号
は第２号ということになる
。しかし, 1989年とい
う年は歴史的に重く
，我が学会にとって運命的な
ものを覚える
。昭和が幕を閉じ，ベルリンの壁が
崩壊した年でもあるのである
。まさに，21世紀が
始まった年ともいえるからである。
ところで
，学会設立までの事情はどうであった
か
。兵庫教育大学は，大学院からのスタートだっ
ただけに
，各講座とも，開学当初から学会的な組
織を立ち上げることを構想した
。講座によっては
院生受け入れと同時に学会的なものを設立したと
ころもあったが
，全学的には困難な事情があっ。
初期の兵庫教育大学は
，教員のための大学院大学
として創設されたとはいえ
，教科専門出身者が幅
をきかせ
，専門の学問が分かれば教科が分かると
いう雰囲気が強かったからである
。創設の趣旨か
らいえば主軸を担うべき教科教育が
，傍流に押し
込められていたのである。
社会系の場合は
，講座運営の力関係もあって，
教科教育の学問性がなかなか認知してもらえなかっ
た
。そこで手始めに，講座内で学習指導要領の解
説書をテキストに
，社会科とは何か，いまそれは
どうなっているのか
，授業はどのように組織され
るべきか等々について研究会的な取り組みを行っ
た
。そして，学部発足に合わせて，「‾初等社会」
の授業を教科専門の教官に分担してもらうなどし
て
，教科育こそが，本学の講座の中核だとする
意識改造にっとめた。
そのためには
，教科教育の側の全学的な態勢づ
くりも必要と感じた
。そこで，岩田先生と二人で
全学への呼びかけと機運づくりを始めた。その結
果
，数回の準備会を経て, 1984年10月に兵庫教育
大学教科教育学会が産声をあげることとなった
。
目的に厂教科教育に関する理論的
・実践的研究を
行い
，我が国における教科教育学の発展に資する
こと」を詛い，事務局を社会系講座の中に置いた。一方，院生の指導に関しても，岩田先生を中心
に
，社会科教育学の理論の精緻化と授業設計の科
学化がすすめられ
，修士論文も内容豊かなものと
なっていった
。論文の質の高まりとともに，院生
も積極的に学会へ参加するようになった
。既成の
日社学
・全社学の参加である。しかし，現職教
員を中心とする院生にとって
，外国研究や純粋理
論研究に傾斜した両学会は
，院生の研究関心から
程遠いものがあった
。そうした院生の課題意識や
要請もあって
，開学10周年の年に，社会系教科教
育学会は設立をみることになったのである
。
その思いと期待を
，筆者は創刊号の匚創刊に寄
せて
」に綴った。あれから20年，いま学会は成熟
期に入り
，紙幅も100頁を越える充実ぶりである。
ここから研究者として巣立ち
，大学人として活躍
している会員も10指に余る
。本誌の更なる飛躍を
期待するものである。
